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新型コロナウイルスの収束の兆しがみえる中、第６次の蔓延を心配しながらもつかの間の解放感に

浸っているのではないでしょうか。 

さて、本年度第 3 回目の東北ハイテク研究会セミナー 

「大規模水田作経営の可能性を開く!!  子実用トウモロコシの革新的生産・調整技術」  

を 11 月 22 日（月）に全国各地から 98 名の参加者を得て開催することができました。ニュースレ

ター第 5６号では、このセミナーの概要についてお知らせします。 

 

 

  

農林水産省は、令和元年度のカロリーベースの食料自給率 38％、飼料自給率 25％、カロリーベー

スの食料国産率（飼料自給率を反映しない食料国産率）47％と発表しました。この発表からも明らか

なように、わが国における食料自給率を高めるためには、飼料自給率を高めることが必須であること

がわかります。特に穀物飼料の原料となるトウモロコシ、大豆油かす、こうりゃん、大麦などの自給

率の向上が不可欠です。そのためには、作付面積の拡大と収量水準の向上が大きな課題となります。

飼料作物の作付面積の拡大と収量の向上には、スマート農業技術を含めた大規模機械化体系による適

切な栽培管理技術の確立、水田輪作体系の確立による持続的な生産体系の確立、畜産農家との連携に

よる効率的な調整・給与技術の開発、さらには政策的な支援が不可欠です。 

今回のセミナーでは、東日本大震災における津波被災地域の水田作及び畜産の復興・再生の大きな

柱として期待されている子実用トウモロコシの革新的な生産技術と調整・給与技術を紹介するととも

に、産地での普及の取り組み、生産者による安定生産確立への挑戦などを紹介しました。 

 

 

 

日  時：令和３年 11 月 22 日（月） １3：30～16：05 

開催場所：オンライン開催（Zoom(ウエビナー)によるライブ配信） 

参 加 費：無料 

主  催：農林水産省 農林水産技術会議事務局 研究推進課産学連携室 

     東北地域農林水産・食品ハイテク研究会 

協  力：「東北農業のイノベーション技術創造」研究開発プラットホーム 

     水稲直播および子実用トウモロコシ普及促進会 

参加者数：９8 名 

セミナーの目的 

開催の日時と場所 

(No.56 2021.12) 
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挨拶：東北地域農林水産・食品ハイテク研究会事務局長 門間 敏幸   

第１報告 水田転換畑における子実用トウモロコシの高速作業体系 

       農研機構 東北農業研究センター 研究員 篠遠 善哉 氏  

第２報告 トウモロコシ子実サイレージの調製技術および給与技術 

－水田から家畜の口へ－ 

       農研機構 東北農業研究センター 上級研究員 嶝野 英子 氏 

第３報告 岩手県紫波町における子実用トウモロコシ産地化の取り組み 

       岩手県紫波町 農村政策フェロー 小川 勝弘 氏   

第４報告 盛川農場 子実用トウモロコシ 9 年間の変遷 

       岩手県花巻市 (有)盛川農場代表 盛川 周祐 氏  

質疑討論  

司会：東北地域農林水産・食品ハイテク研究会 産学連携支援コーディネーター 小巻 克己 

 

 

 

第１報告では、農研機構東北農業研究センターの篠遠 善哉さんから、現在開発されている子実とう

もろこしの高速機械体系技術が紹介されました。ここでは水田における子実とうもろこし生産の意義

と魅力が紹介されると共に、子実とうもろこし生産の作業の内容、プラウ耕体系による高速作業の実

施による省力化と収獲ロスの軽減による多収の実現に関わる技術の内容と実施のポイントなどが報

告されました。また、各地での実証試験の成果が紹介され、開発技術の普及可能性が示されました。 

 

 

セミナープログラム 

講演内容 
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第２報告では、農研機構東北農業研究センターの嶝野 英子さんから、トウモロコシ子実サイレージ

の調製技術および給与技術が紹介されました。特に東北農研で開発したサイレージ処理技術（フレコ

ンラップ法）は、乾燥機が無くても取り組める、調整時間が短くて済む、野外で作業が実施でき長期

の野外貯蔵が可能になるなど、従来の調整方法に比べて 3～4 倍の作業スピードでできる利点が報告

されました。さらに発酵品質を維持するための刈り取り時期、破砕の必要性などが示されました。ま

た、乳牛、肉牛、豚などでの配合飼料代替試験の成果が示され、輸入とうもろこし飼料と代替できる

可能性が示されました。 

 

 

 

第３報告では、岩手県紫波町農村政策フェローの小川 勝弘さんから紫波町における子実用トウモ

ロコシ産地化の取り組みが報告されました。この報告では、紫波町の今後の担い手の動向と農地の有

効活用のための取り組み、子実とうもろこし産地化に取り組む意義が整理されました。さらに産地化

に向けての関係機関の支援とその活動実績が示され、地域で子実とうもろこしを生産・定着するため

に必要な収益性についての試算が提示されました。そのうえで産地化に向けた課題として、子実とう

もろこし生産に取り組む経営体の最適規模の解明、地域での乾燥・貯蔵施設の確保、耕種農家と畜産

農家の Win-Win システム構築の重要性が指摘されました。 
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第４報告では、有限会社盛川農場代表の盛川 周祐さんから、子実用トウモロコシの生産に取り組ん

だ９年間の変遷が紹介されました。先駆的に子実とうもろこし生産に取り組んだ理由として、雑誌編

集長のすすめ、輪作体系の品目数を増やすため、小麦や大豆への増収効果、労働力を含め経営全体で

の収支バランス、地元養豚経営者との出会い等、多様な要因が働いたことを指摘されました。取り組

みに当たっては、特に水稲、麦、大豆との作業競合を回避する独自の作業体系を確立するとともに、

調整方法、刈り取りについての機械化について試行錯誤を行い、メイズ・ヘッダー（スナッパーヘッ

ダー）、モバイルドライヤーの体系に行き着いた経緯が示されました。今後の課題としては、さらなる

コスト削減、水稲、大豆の収穫作業との調整、米、麦、大豆と比較しての収益性の向上、台風被害、

鳥獣害などへの対処などが指摘されました。 
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以上の報告に基づいて、東北ハイテク研究会 小巻産学連携支援コーディネーターの司会で、Zoom

の質問・チャット機能を活用して参加者との質疑討論を行いました。質問・チャットのいずれについ

ても多くの質問が寄せられ、講演者はその一つ一つの質問に丁寧に回答されました。 

本セミナーを通して、子実とうもろこし生産に対する農家、研究者、行政機関、種苗会社、農機メ

ーカー等の民間企業の注目度は極めて高いことが確認でき、非常に有意義でした。 

 

なお、本セミナーに関する資料を当研究会の HP（下記 URL）に掲載していますので、ご参考にし

ていただければ幸いです。 

http://tohoku-hightech.jp/seminar.html 

 

 


